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01 災害民話集＋MAP ［民話集］B5/64 ページ
［MAP］B3（仕上がり B5）/MAP 折

地域に伝わる、災害について
の民話をまとめた民話集。
民話の舞台となった場所を訪
ねることができる様に同じサ
イズで MAP も作成。
手になじむ用紙、サイズとし
た。

○制作年　20 2 3

○制作担当
　編集
　デザイン
　DT P
　ライティング
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02 イベントリーフレット

「災害と民話」をテーマに、民話と災害
の記憶についての講演会、フィールド
ワークなどのイベントが行われ、各イベ
ントのリーフレットと総合案内を作成。
ロゴを中央に配置し、温かみのある色合
い、きりえ風のイラストで、印象に残る
仕上がりにした。

○制作年　20 2 2 - 2 3

○制作担当
　デザイン
　DT P
　イラスト

［リーフレット］A4、A3 二つ折り（仕上がり A4）





03 アートイベント記録集 ［記録集］A4/72 ページ

アートや表現活動を行ってい
る福祉施設によるアートイベ
ントの記録集。
多岐にわたったアートイベン
トの記録と、関わった人たち
への取材をまとめた 1 冊。
展示作品の図録としての意味
合いもあり、情報を整理し、
緩急のあるレイアウトとした。

○制作年　20 2 1

○制作担当
　デザイン
　DT P
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石合昌史展＠Soin cafe

昌史さんと家族と障害と
　パティシエとして働いていた 32 歳の時に、脳硬塞の後遺症で右半身まひと
失語障害を患う。入院中に弟から贈られたスケッチブックとクレヨンで、日記
のように絵を描き始めた。2013 年 10 月からリベルテのアトリエに所属してい
る。
　病気や障害は人を孤独にする。しかし実際は、「どうしたらいいのかわからない」
故に、周りの人が離れていくことが多い。その問いに、教育も社会も科学や医療、
そして福祉も真正面から答えることを避けているからだと思う。「関係の障害」だ。
　彼は入院中に結婚した。パートナーの晶子さんが、障害や病気を彼だけのもの
にせず、彼の友人やぼくにも関係あるものにしてくれた。「どうしたらいいのか」を
夫婦の関係を介して翻訳し、「関係の障害」を溶かしていく。共にいる。それだけが、
難しくも、愛おしく、そしてとても大事なことなのだ。

MASASHI ISHIAI

「ちくわがうらがえる」に合わせて、soin cafe（ソワン・カフェ）にて、石合昌史さんの作品展を開催した。soin cafe は高橋真弓さんと樋口郁映さんのふたりが営むカフェだ。
作品展が終わった後の 1 月 14 日に開いたふりかえり会の様子を、リベルテ新田なつきがまとめた。

プライベートでも遊ぶほど仲のいい 3 人
　石合昌史さんは、soin cafe オープン当初からの常連さん。真弓さんと郁映さんは、当時
パティシエだった石合さんにケーキ作りを教わったり、その後石合さんがリハビリ中から始
めた絵を欠かさず見せてもらったり、そんな交流を続けて 10 年以上、3 人はプライベート
でも遊ぶほど仲がいい。
　2020 年 10 月にリベルテ代表・武捨から「石合さんの絵をお店に飾って一緒に何かで
きませんか？」と持ち掛けた。1 ヶ月間、soin cafe のおふたりにも表現者になってほしい、
自由にやってください、と。
　イベント開始１週間前に彼の絵が届いた。届いたのは、4 枚の自画像。背景が緑、ピンク、
黒と 1 枚ずつ異なるもの。そして、鉛筆で描かれたもの。
　会期を前半後半に分け、絵を元にデザートを郁映さん、料理を真弓さんという風に分担
して考えたという。初めはおふたりとも観たままの印象で料理を作っていたが、毎日自画像
と向き合ううちに、次第に絵や自身の心と対話するようになっていったという。後半は、絵
から受け取ったも

・ ・

のを料理に表していた。

絵から得た感覚をふたりのアートに
　黒い自画像からは、色とりどりのジャムを配したパレットに見立てたデザートを。シンプ
ルな鉛筆画からは、野菜たっぷりのトマトクリームパスタを考えた。
　郁映さんは言う。「病気になってもね、この人はいつも前を向いて一つ一つ進んで行く。そ
こに私はすごく勇気をもらった。あと、いつも人生を楽しんでいる。そんな彼の人生自体が
パレットのような気がして。パレットが人生で、色が経験で。食べる人にも、それをお皿の上
で楽しんでもらえたら」。
　「私は鉛筆画から、『シンプルって何？』と考え続けた。自分のシンプルは “初心” だと
思い至った。今自分が料理をしているのは、『パスタが好き！』という原点があったから。じゃ
あ、私が一番好きなトマトクリームの野菜たっぷりのパスタを作ろう！　と思って」と真弓さ
んが続けた。
　絵から受けた感覚をふたりの中のアートにして出す。それを食べた人たちが、また違うも
のを生み出す――。そんなキャッチボールができたら楽しい、という思いから作った料理と
デザート。食べ方や受け取り方は「受け取ったままでいい」とお客様に委ねていた。

いろんな感覚が開く鑑賞体験
　「僕はとても感動したんですよ。」と、実際に soin cafe で食べた野村さんは言う。
　「食べるのもホントおいしかったし、ジャムをつける行為がまた絵を描いて食べているよう
な感覚にもなって。料理自体は人の手によるもの、でも素材は自然の形、という対比も面
白いし、食べ終わった後のお皿が、洗っても色が落ちないパレットみたいになるのもカッコ
よかった。食べている間じゅう、色の組み合せを考えたり、素材の舌触りや噛みごたえを感
じたり。いろんな感覚が開く可能性がある、一種の鑑賞体験だなと感じました」。
　ふたりは「野村さんのように、すごくいろいろ感じて受け取ってくださるのもうれしいし、
単純に『おいしい！』でもうれしい。まずは受け取って下さったことがうれしい！」と口を揃える。 

来店してくれた人の愛情がうれしかった
　会期中はイベントを目指して来た方、知らずに来た方と、さまざまなお客さまがいらした。
FM 長野パーソナリティ・高寺直美さん（上田市出身）もいらして、番組内でイベントのこと
を紹介して下さっている。また「実は私、『ちくわがうらがえる』に関わっているんですよ」と
いう方が何人も来店し、ふたりは日々訪れるお客さまから多くの愛情を感じ取っていたという。
　「このイベントの宣伝はしてないんですよ。でも、石合さんに関わる人たち、リベルテに

関わる人たちが『何だろう？』と来てくださる。この愛情ったらないじゃないですか！」と真弓さん。
　「それに、石合さんの奥様が料理のことをすごく深く受け取って下さって。これは、石合昌史を知ってい
るからこそ生まれた作品たちだと言ってくれました。見た目がグロいケールスープのことは、『見立てはパ
ンチが効いているけど、中身（味）はあっさりしている』とか。こういう感覚は、奥様ならではだなって
感じましたね」と振り返る。 　　

絵が見せてくれた目に見えない繋がり
　かねてより続いていた石合さんとの温かな交流がベースにあってのこのイベント。「石合昌史だから引き
受けたというのが大前提。やってみたら、ふだんからの目に見えない繋がりがポンと視覚化されて楽しかっ
た。今回『ちくわがうらがえる』というお題をいただいたこと、絵があったことで改めて向き合った自分
たちの気持ちは、すごく深い感性の旅でした」と、目に見えないものの大切さをすごく学んだと、真弓さ
んが話してくれた。
　郁映さんが言う。「はじめは作者に『何か表現してほしいことある？』って聞いたんですよ。でも、特に
は……と（笑）。途中また改めて聞いてみた時は、『よかったと思う』って ( 笑 )。石合さん、何か感想は？」
　「僕は、黒い絵がお気に入りで一番いいと思ってたの。でも奥さんにはあまり人気がなかった」
　「でも、あの絵からパレットができたんだよ！　あの対比は、人の見えている面や見ている面は一部分で
しかない、ってところから広がって生まれたんだよ」。 
　イベント終了日、絵を仕舞う前に 4 枚を並べてふたりで覗き込むように写真を撮った。自分たちのため
に「楽しかったね」と言い合いながら。
ふりかえり会からの帰りの車中、「僕は今日あまり話さなかったけど、このイベントが無かったらこんな話はしなかっ
たってことだもんね。すごいね」。石合さんがゆっくりとポツリと話した。

soin cafe ふりかえり会　2021/1/14（木）18:30 ～  soin cafe にて
【参加者】soin cafe: 高橋真弓さん 樋口郁映さん　 
　　　　  石合昌史さん（リベルテメンバー）　野村政之さん（ドラマトゥルク） 
　　　　  リベルテ：黒岩由香 　新田なつき

（左） 会期後半のデザートのテーマは「パレット＆楽しむ」。
（中）soin cafe にとってのシンプル＝原点である「トマトクリームパスタ」。
（右）  soin cafe はリベルテから徒歩 3 分のところにある

石合さんと自画像



04 作品集（図録） ［記録集］A4/128 ページ

国際的に活躍するアーティス
トの作品集。個展開催にあわ
せて作成。
表紙は、光を素材とした作品
の世界観 をモノクロームで表
現し、タイトルのみシルバー
カラーを使用した。
 日本語、英語のバイリンガル
表記。 
 

○制作年　20 20

○制作担当
　デザイン
　DT P
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《1,443km/h》　2015年　木、鉄パイプ、ビー玉、珊瑚、太陽光　幅 4.5 m×奥行き7.5 m×高さ4.5 m　黒潮が育んだ古代文化と宇宙芸術展 (種子島宇宙芸術祭プレイベント)、鹿児島　写真：山上洋平

1,443 km/h　2015　Wood, Steel pipe, Marble, Coral, Sunlight　W: 4.5 m×D: 7.5 m×H: 4.5 m　Ancient Culture Developed with the Kuroshio Current and Space Art (Space Art Tanegashima Pre-Event) ,  
Kagoshima, Japan　Photos: Yohei Yamakami

1,443km/h 北緯 30 度 25 分に位置する作品設置場所は、地球の軸を中心に考えると時速 1,443km で円運動をし
ています。これは音速を上回る速度ですが、太陽を中心に考えるとさらに速い速度で地球は移動しています。

普段、地面は動かずいつも同じ場所で暮らしているように感じられますが、地球や太陽、銀河や宇宙を中

心に考えると、私たちは猛烈な速さで広大な宇宙空間を漂流し、二度と戻れない場所を移動し続けています。

この作品は、草原の中に建てられた作品の内部に入り、地球の自転を体験する作品です。上部には太

陽の視直径と南種子町の太陽高度に合わせ、1,040本のパイプが取り付けられています。細く長いパイプ
は太陽光を限定的に透過させ、中に嵌められた 40 色のガラス玉は光に異なる色と模様を与えます。地球
の自転が数分毎に変化し続ける映像へと変えられます。

全体の形状は双四角錐反柱という16の正三角形による多面体です。一年を通じて太陽光を取り入れら
れること、作品内部で光の描く模様が引き伸ばされ、微かな変化をより顕著に見せることを両立させています。

光を取り入れるパイプはビニルハウスの支柱、壁面は建築現場で使われていた足場板、内壁は砂や貝、

外壁は廃油で仕上げられ、床には広田海岸で集められた珊瑚が敷き詰められています。視点を変えること

で見慣れたものに別の価値を与えることは、私たちの存在を宇宙から見つめなおす視点に通じるのではない

でしょうか。

月の引力による音楽－波の音－を背景に、時間と空間という宇宙を構成する二つの次元によって定義される

「速度」が描く、静かに移ろう光を眺めながら、私たちの暮らすこの世界に常に流れている時間や、遠く

の星との関係に想いを馳せて頂けたらと思います。　〔公式コメントより〕

°N, makes a circular motion 

If we take the sun as the center, however, the Earth moves at an even faster speed. Normally, we 
feel as if we are living in the same place without the ground moving. If we think about the Earth, 

a fearsome speed, moving continuously through a space to which we will never return again. 
Visitors enter the interior of the work that has been constructed in the middle of a grass 
�eld, in order to experience the rotation of the earth. In the upper section, 1,040 pipes have 
been installed in accordance with the apparent diameter of the sun and the solar altitude of 
Minamitanecho (in Kagoshima). �e long, narrow pipes allow the sunlight to �lter through 

every few minutes. 
�e overall shape is that of a polyhedron made up of 16 equilateral triangles, called a 
gyroelongated square dipyramid. �is allows for sunlight to enter year-round, while also 
expanding the patterns traced by the light within the interior of the work, making it possible 
to show the subtle changes in a more striking way.

from the sca�olding boards used in construction sites. �e interior walls are daubed with a 
mix of paint, sand, and shells, and the exterior walls with waste oil. Coral collected from Hirota 

things that are familiar to us, we are able to approach a cosmic perspective that allows us to 
reassess our very existence.
With the sound of waves in the background ̶ music courtesy of the moon's gravity ̶ gazing 
at the patterns of the light as they moves quietly, taking shape according to the speed that is 

our relationship to distant stars.　 　(D.W.)
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05 企画展リーフレット ［リーフレット］A3（仕上がり A5）/MAP 折

こだわりの台所道具にまつわる企画展の
リーフレット。道具に対するあふれんば
かりの愛情を、あえて紙面いっぱいのレ
イアウトにして表現した。
こだわりのキッチンツールを使ったレシ
ピも掲載し、読み応えのあるリーフレッ
トとなった。

○制作年　20 2 4

○制作担当
　デザイン
　DT P
　イラスト




